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Ⅰ みんなで考え みんなで汗かき みんなのまちを創ろう 

Ⅳ いつも笑顔で健やかに つながり１００倍ひろげよう 



○契約の締結

○職員ワークショップ

○職員ワークショップ

○職員ワークショップ

○職員ワークショップ

○フォーラム

計画骨子案の作成

事業実施
スケジュール
【事業計画を
記入してくだ

さい。】

予算書該当ページ 23ページ

第３四半期 第4四半期

10月 11月 12月 1月 2月 3月7月 8月 9月

第１四半期 第２四半期
平成26年度

4月 5月 6月

4,320

事業費
積算内容

【事業費の積
算内容を記入
してくださ

い。】

しあわせづくり計画策定業務委託料　4,320千円

4,320 千円

目指す成果
（事業実施により期

待される効果）

　市民一人ひとりが、日常の暮らしの中で生じる困りごとの解決に対して、「誰かがやってくれ
る」ではなく、「自分たちが何とかする」という地域社会風土が育まれ、全ての市民が「幸せ」
を感じ、「いつまでも住み続けたい！」と思える高浜市の実現につながる。

平成26年度
事業費（経費）

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

事
　
業
　
概
　
要

事業の必要性・
実施の背景

　第3次地域福祉計画を策定するにあたり、総合計画の理念を踏襲しつつ、教育・保健・環境・防
災などを含めた、広い意味での視点で「福祉」を捉えるとともに、より多くの市民が参画でき、
かつ計画策定後、計画が具体的な活動として実行されるような仕組みづくりを進めていくために
は、ノウハウのあるコンサルタント業者の支援が必要である。

目　的
（何をどうするた

めに）

　全ての市民が「幸せ」を感じ、「いつまでも住み続けたい！」と思える高浜市を実現するため
に、生活に関わるあらゆる場面において、市民一人ひとりが、日常の暮らしの中で生じる困りご
との解決に対して、「『自分にできること』は何か」をメニュー化し、「自分ごと」として実践
につなげていける市民の視点に立った計画を策定するため。

対　象
（誰・何を対象に）

　市民

事業内容
（手段、手法など）

※当該事業以下に細
事業がある場合は、
事業費とともに記載

　計画の策定については、（仮称）アシタのたかはま研究所と福祉施策を所管する福祉部局等が
連携し、計画の方向性や骨子案を作成するとともに、平成26年度は、関係するグループの職員を
交えて構成される「ワーキングチーム」において、計画策定を進める上で必要となる職員の計画
策定能力の向上や説明能力の養成など、職員研修を念頭においた「職員ワークショップ」を実施
し、計画策定の方向性の共有や、骨子案のブラッシュアップを図るとともに、平成27年度に予定
されるヒアリング調査や市民ワークショップによる計画策定に向けた取組みの体制づくりを行い
ます。

個別
目標

12企画費

事 業 名 アシタのたかはま研究事業

アクションプラン 　□該当する　     　■該当しない

02総務費 項 01総務管理費 目

№

会計 一般会計 款

基本
目標

Ⅰ　みんなで考え みんなで汗かき
　　みんなのまちを創ろう

予算区分

1

（１）まちへの想いを育み、
　　　未来を切り開くチカラを高めます

総合計画区分

主 要 ・ 新 規 事 業 等

事 業 名 等 アシタのたかはま研究事業（しあわせづくり計画策定業務委託）【新規】

担当グループ 企画部総合政策グループ



１）高浜市しあわせづくり計画イメージ

２）高浜市しあわせづくり計画策定スケジュール

▼6月

骨子案の作成  計画（案）の作成

▼9月

職員育成

○ ○ ○ ○

職員ワークショップ
◎

キックオフフォーラム

 ヒアリング調査

市民ワークショップ

○ ○ ○ ○ ○ ○

６回程度を予定

別冊作成

◎

計画報告会

※策定にあたっては、パブリックコメントについても実施予定。計画策定後は、地区説明会の開催も予定。

資　料　等（位置図等）

平成26年度

計
画
策
定

平成27年度



マイ保健師による支援

１歳バースデー訪問の実施

産婦人科クリニックでのデイサービスの実施

事業実施
スケジュール
【事業計画を
記入してくだ

さい。】

予算書該当ページ 25ページ

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第4四半期

10月 11月 12月 1月 2月 3月

2,762

事業費
積算内容

【事業費の積
算内容を記入
してくださ

い。】

　社会保険料　287千円
　臨時保健師賃金　1,728千円
　母子保健会議委員謝礼　87千円
　特別旅費　189千円
　消耗品費　227千円
　産後デイサービス業務委託料　3,200千円

平成26年度
4月 5月 6月 7月 8月 9月

5,718 千円 2,858 98

目指す成果
（事業実施により期

待される効果）

　妊娠時から「マイ保健師」が関わることにより、時間の経過による家庭環境、子ども、保護者
の変化を確認することができ、課題の発見そして早期支援につなげることができる。また、１歳
バ－スデー訪問の実施により、保健師が子育て支援センターの利用を勧めるなど、家庭で保育を
行う保護者の支援者として機能する仕組みを作ることができる。高浜市において新たなサービス
となる産後ケアのデイサービスにより、問題の発生を未然に防ぐことも可能となる。

平成26年度
事業費（経費）

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

事
　
業
　
概
　
要

事業の必要性・
実施の背景

　核家族化や地域のつながりの希薄化などにより、地域で妊産婦やその家族を支える力が弱く
なっており、身近な場所で妊産婦を支える仕組みが必要である。妊娠時から継続してフォローす
ることにより課題の発生を未然に防ぐことも可能となり、妊娠から出産、産後を含めた支援体制
を構築することが必要である。

目　的
（何をどうするた

めに）
　妊娠期からの相談支援体制の強化と子育て家庭を継続して支える仕組みづくり

対　象
（誰・何を対象に）

　妊産婦及び子育て家庭

事業内容
（手段、手法など）

※当該事業以下に細
事業がある場合は、
事業費とともに記載

①マイ保健師（地区担当保健師）が支援の中心者となり、母子健康手帳交付時から継続した切れ
　目のない支援を行う。
②１歳バ－スデー訪問（乳児予防接種確認訪問）を行うことにより、点での確認である乳児家庭
　全戸訪問から線としてつなげ、家庭と親子の確認、相談支援、情報提供そしてサービス利用へ
　の一連の継続した支援を行う。
③市内の産婦人科クリニックにおいて空きベッドを確保し、日中のデイサービスを実施する。
　また、必要時に助言、カウンセリングを行う。

01保健衛生費 目 02保健・予防費

事 業 名 妊娠出産包括支援事業

アクションプラン 　□該当する　     　■該当しない

基本
目標

Ⅳ　いつも笑顔で健やかに
　　つながり１００倍ひろげよう

個別
目標

（11）一人ひとりの元気と
　　　 健康づくりを応援します

予算区分
会計 一般会計 款 04衛生費 項

総合計画区分

主 要 ・ 新 規 事 業 等

事 業 名 等 妊娠出産包括支援事業【新規】

担当グループ 福祉部保健福祉グループ

№ 2



資　料　等（位置図等）
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